
寄附講義「会社研究」令和６年度 第１３回目 

   令和６年７月３日(水) １３時１０分 

   講師 別府市副市長 阿部 万寿夫 氏 

テーマ：「別府観光と温泉～その新たなトレンドについて」 

 本年度第１３回目の寄附講座は、昭和５９年３月に卒業後、大分

県庁に入庁、又、昭和６１年３月に大学院も卒業され、大分県庁で

は有名な「おんせん県おおいた」というキャッチフレーズを発案・

全国的に有名にし、その後公益財団法人大分県産業創造機構専務理

事・APU の非常勤講師を経て別府市副市長に就任されている阿部万寿

夫氏による「別府観光と温泉～その新たなトレンドについて」とい

う講義となりました。 

 先ず、「観光」の定義について述べられました。 

 次に別府に於けるコロナ禍の観光業の状況を述べられました。 

 昨年は別府・湯布院でホテル進出ラッシュだった。 

 ２０２３年大手旅行サイト「じゃらん」の都道府県別魅力度ラン

キングで大分県が１位、同じく２０２４年の世界１の予約サイト

「Booking.com」のランキングに於いても別府市が世界で１位に選ば

れた。 

 ２００４年から２０１８年までの「じゃらん」の都道府県別魅力

度ランキングトレンド資料を使って説明、２０１８年遂に大分県が

１位になったけど、２０１９年～２０２１年コロナの影響で１位の



座から陥落したが、２０２２年から昨年まで１位に返り咲いた。 

 ２００８年の官公庁が出来るまで観光統計は充実していなかった。 

 観光学はまだ始まったばかり 

 ２０２２年にランキング１位に返り咲いた理由は温泉+αのコン

テンツが充実していることだが、ビッグイベント２０１９年ワール

ドカップの為に地域一帯によって整備された接客もてなしの改善・

トイレ改善・観光案内所の充実・エクスペディア等海外予約サイト

を招聘契約する等の観光資源整備が遺産となって２年連続１位を築

き上げた。 

 「おんせん県おおいた」というキャッチフレーズの歴史について

述べられました。 

 大分県の温泉の湧出量は全国１位、温泉数は２番、圧倒的に温泉

に於いては１番という強みがあったので「おんせん県おおいた」と

いうキャッチフレーズを自信を持って打ち出した。 

 別府のインバウンド数は今後増加するであろう。 

現在別府市は「温泉マネジメント」と「新湯治・ウエルネス」と

いう事業を推進している。 

・温泉マネジメントにより温泉を保護・管理して枯渇を防いでゆ

く。 

・新湯治・ウエルネスにより温泉の効能を科学的に「見える化」

し、別府ならではの特別な体験を提供することにより、観光客の宿



泊数と消費額のアップを目指している。以上が国際観光温泉文化都

市「別府」の目指す将来像である。 

最後に経済学部同窓会「四極会」の案内をしていただきました。 

 

以上 


